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GIGAスクール構想の整備状況

　文部科学省が10月末に公表した「端末利活用状況
等の実態調査」（2021年７月時点）によると，全国
の公立小学校の96.2%，公立中学校の96.5% が，「全
学年」または「一部の学年」で端末の利活用を開始
したという。
　また，端末の整備状況については，全国の自治体
の96.2％に当たる1744自治体で学習者用端末の整備
が完了した。一方で，3.8％の68自治体では整備が

未完了という。「整備完了」とは，児童生徒の手元
に端末が渡り，インターネットの整備を含めて学校
での利用が可能となる状態を指す。
　感染症対策や災害など非常時の端末の持ち帰り学
習の実施に関しては，64.3% の学校が「実施できる
よう準備済み」，31.9% の学校が「準備中」，3.7% の
学校が「実施・準備をしていない」だった。

（文部科学省「端末利活用状況等の実態調査」より）
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2　体育・保健体育ニュース（No.5/2021年12月）

　2020年から猛威をふるい続けた新型コロナウイル
ス感染症が，学習環境に大きく影響を与えたことは
否めません。翌年４月からに前倒しされた GIGA ス
クール構想は，１人１台のデジタル端末と大容量ネ
ットワーク環境の整備が基本です。また ICT 教育
の中で，児童生徒が自律を培い，種々のリテラシー
を育むことは大切です。ただ，教師や保護者の方々
にはデジタル端末を使用する児童生徒の目の健康に
も日々留意していただきたいところです。ここでは，
ICT 教育と GIGA スクール構想のなかで，いかに
目の健康を守っていくかにフォーカスし，皆様と一
緒に考えていきたいと思います。
１ 近視の原因の一つが教育という話

　2019年度の学校保健統計調査において，裸眼視力
1.0未満の割合が，小・中学生，高校生で過去最高
になりました。ただ，統計をとり始めた1979年から
の推移（図１）を見る限り，デジタル端末が家庭に
広まる以前から裸眼視力の低下は始まっています１）。
　総務省の2020年度情報通信白書で示される移動通
信システムをみると，スマートフォンやタブレット
端末が登場するのは2010年頃です２）。家庭で使用す
る固定系の超高速ブロードバンドの基盤整備は2015
年になってほぼ100％に達し，その利用率は66.5％
です３）。

　つまり，児童生徒がスマートフォンやタブレット
端末を使っていつでもどこでも動画を見たり，ネッ
トゲームに講じたりできる環境が整ったのは，2010
年代前半からとなるでしょう。もちろん，それまで
にもポータブルゲーム機などが発売されてはいます
が，1979年からの裸眼視力1.0未満の児童生徒が右
肩上がりで増加していることをそれだけで説明はで
きません。
　さて，The International Myopia Institute（IMI）
は2021年に近視になる危険因子のなかで，遺伝的要
因として，両親が近視であること，また環境要因と
して，屋外活動の低下と教育をあげています４）。教
育は古典的には読み書きや読書であり，現在はデジ
タル端末による学習も当てはまります。一方，屋外
で１日２時間以上活動していれば，近視の進行抑制
につながるとされます。文部科学省も2021年から，
屈折度と眼軸長（目の長さ）を含めた近視の実態調
査事業を始めており，翌年も行われる予定です。
　裸眼視力調査を始めてから振り返ると，1980〜
2010年代は，読み書きや読書を中心とした近見作業，
すなわち教育が視力低下の原因であり，続いてデジ
タル端末が登場した2010年代以降，GIGA スクール
構想始動までは，近見作業に家庭でのデジタル端末
の操作が加わり，相対的に屋外活動の低下を招いて
いるのかもしれません。

図１　裸眼視力1.0未満の者の割合の推移（学校保健統計調査）
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２ 目の健康を守りたい

　2021年４月から全国的に１人１台端末の整備が進
められたことで，そこに視力についての２つの観点，
すなわち眼科的観点と教育的観点が生まれたのでは
ないでしょうか。
１）眼科的観点
　児童生徒が一人一人使用するデジタル端末は，学
校だけに限らず，冬，春，そして夏休みの課題や，
感染症蔓延時，大規模災害発生時等における家庭や
避難所等でのオンライン学習にも用いられることに
なります。
　学校や学校以外のどこであろうとも，デジタル端
末を使用できることから，目の健康への影響がさら
に懸念されるとする声があります。確かに，デジタ
ル画面を見る時間，いわゆる１日あたりのスクリー
ンタイムが長くなるのでは，と心配されています。
しかしながら，スクリーンタイムの延長で，近視が
進行するというエビデンスは，現在のところ，強い
ものではありません。もちろん，スクリーンタイム
が短いほど目の健康に与える影響は少なくなること
は予想されます。
　では，何をどうすればよいのでしょう。それは，

『近見作業の適正化』と，『屋外活動の十分な時間の確
保』です。つまり，児童生徒の学習スタイルに介入
し，「約束事：目の健康を守るルール」を日常化する
ことです。『近見作業の適正化』は，以下の如くです。
　①�端末画面を目から30㎝以上離して見ること。
　②�姿勢正しく，画面と目は垂直に。
　③�30分に１回は，端末の画面から目を離し遠くを

見て目を休めること。
　そしてこれらの他にも，照明の映り込みを避ける
ため，端末の角度の調整や，反射を低減する効果を
持つ画面保護シートの貼付け，そして部屋の明るさ
にあわせた端末画面の明るさの調整が挙げられます。
　『近見作業の適正化』をすすめることで，近視を
発症しやすい，もしくは近視が進行しやすい環境を
回避することができると考えられます。
　『屋外活動の十分な時間の確保』は，１日２時間
以上の屋外活動で，近視の進行を抑制する効果が得
られることがわかっています。そのため，台湾では，
小学校などで屋外での自然観察などを授業に取り入
れ，積極的に屋外活動を行っており，効果がみられ

ています。
　夏場で長い時間，屋外で活動する場合には，日焼
け対策や熱中症対策も必要です。太陽光に直接あた
る日なたに限らず，木陰の明るさでも構いません。
ただし，１日２時間以上の屋外活動の確保は，現在
の授業カリキュラムの組み立てからみて，実現まで
には時間を要すると思われます。それでも，休憩時
間やお昼の長い休み時間等を使った屋外活動は推奨
されます。
　今後も『屋外活動の十分な時間の確保』を進めて
いくことで，近視の進行抑制の方向に舵を切ること
が望まれます。
２）教育的観点
　GIGA スクール構想開始以前，教育の ICT 化に
向けた環境整備５か年計画（2018〜2022年度）では，
学習者用デジタル端末は３クラスに１クラス分程度
整備する予定でした。それまで，一部の学校を除い
て，児童生徒がデジタル端末を通してネットに接続
する機会もなく，デジタル端末は教具の一つでしか
ありませんでした。
　ところが，GIGA スクール構想開始以降，すなわ
ち今年の４月以降，端末は教師の手から離れ，児童
生徒の持ち物となり，いつでもどこでも触れること
ができ，自主的にネットを通じた学習や，双方向の
ネットコミュニケーションに能動的にアクセスし，
知識の取捨選択の機会を得ることになりました。
　例えば「近視の進行」というテーマを子どもたち
に与えてみましょう。子どもたちは，近視になるの
は何故か，自分はどうすれば近視の進行を抑えられ
るのか，などの答えを様々な媒体から収集します。
その情報の正確性を主体的に，もしくは協同作業で
確認し，まとめ，アウトプットするでしょう。そし
て児童生徒は，自分たちの目を健康に保つために，
将来，近視によってさまざまな眼疾患に罹患するこ
とを回避するために，デジタル端末との付き合い方
を工夫するようになるのかもしれません。これが，

『目の健康リテラシー』を育む一歩ではないかと考

４つの目の健康リテラシー
・各種媒体から目の情報を収集する能力
・得られた情報の真偽を見定める能力
・正しい目の健康情報を偏りなく伝える能力
・正しい目の健康情報をもとに自律する能力
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　これまで教師向けのガイドブックや学校医向けの
解説書はあっても，児童生徒に直接問いかけるよう
なコンテンツはほとんどありませんでした。そこで
日本眼科医会は，児童生徒が直感的に理解できる内
容のマンガを制作し，そこに近見作業の適正化や，
屋外活動，さらに，寝る１時間前には，端末画面を
見ないようにして，しっかり睡眠をとる，というル
ールを落とし込みました。啓発マンガにはストーリ
ー性を持たせ，すぐに実践できることを描きます。
楽しいキャラクターの世界観を構築し，拡張性があ
り，サブキャラによるスピンオフも可能な設定にし
ています。特に教材としても活用に耐えうるクオリ
ティーを追及しています。そして何より，デジタル
端末を「悪者」ではなく「友達」として描くとする，
児童生徒向けを中心にしたコンテンツとしました。

えられます。
　『近見作業の適正化』『屋外活動の十分な時間の確
保』『目の健康リテラシー』は，近視の発症を減じ，
進行を抑制するための，また一部，眼精疲労やドラ
イアイを軽減するための，大切なツールとなりえま
す。そしてこの３つの言葉を束ねたものが「目の健
康を守る」です。非常にシンプルであり，かつ単刀
直入なフレーズではないでしょうか。
３ GIGAスクール構想との共存を求めて

　１人１台端末と大容量高速ネットワーク，そして
家庭に端末を持ち帰ってのオンライン学習は，産声
を上げたばかり。並行して走りながら，学校医や教
師は目の健康を守る，とりわけ近視の進行抑制につ
いて，児童生徒と保護者の方々に啓発活動を進めて
いく必要があります。
　そこで，日本眼科医会は，目の健康啓発マンガ

『ギガっこ デジたん』を企画しました。

■正しい姿勢で，画面と垂直に目を30㎝以上
離す

■30分画面を見たら１回は，20秒以上遠くを
見て目を休める

■遠くを見て目を休めるときは，教室の窓から
見える遠くのモノを視標として決めておく

■寝る１時間前には，デジタル画面を見ない
ようにする

■誰にでもわかりやすい色の「組み合わせ」
や「使い方」の工夫を知る

■文字の拡大，ルビ振りや音声変換など，特別
な支援を要する子どもたちへの機能がある

■友だちといっしょに外でのびのび楽しく活
動する

　GIGA スクール構想が始まる直前の2021年
３月12日には，文部科学省局長通知で「ICT
の活用に当たっての児童生徒の目の健康など
に関する配慮事項」が紹介されました。３月
17日の衆議院文部科学委員会では，当時の萩
生田前大臣から「児童生徒の健康に配慮すべ
き事項を整理し，全国の自治体や学校現場に
周知を図っていく。」という趣旨の発言があ

『ギガっこ デジたん！』では，デジタ
ル端末を使用する際の留意点について
以下の如くわかりやすく表現していま

す（図２）。

図２　『ギガっこ デジたん』のエピソード１「姿勢正しく」
Ⓒ2021 日本眼科医会
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りました。引き続き，４月９日には文部科学省によ
るリーフレットも作成されています（図３）。４月
19日には，子供たちの目の健康等今後の対応につい
て眼科医ら専門家の意見を聞く懇談会が開催され，

『ギガっこ デジたん！』のリーフレットも紹介され
ました。そして９月７日に行われた萩生田前大臣の
記者会見で，『ギガっこ デジたん！』についての発
言があり，同日には各都道府県の教育委員会宛に，

『ギガっこ デジたん！』の周知が行われました。こ
のように，文部科学省も目の健康啓発について，特
に近視の発症と進行抑制について，日本眼科医会の
活動を後押しし，問題意識を共有しています。
４ おわりに

　１人１台のデジタル端末整備が，児童生徒の更な
る視力低下の呼び水となってはなりません。そのた
めには，教育デジタルトランスフォーメーション

（教育 DX）が加速する今こそ，目の健康
を守るために，学校医，教師，保護者そし
て児童生徒が，共通の目標を掲げることが
大切です。なかでも，「近視の進行を抑え
ること」が喫緊の課題でしょう。近視のな
い人と比較して，近視のある人が，将来，
緑内障に罹るリスクは４倍以上とされてい
ます。現在，日本での中途失明者のうち最
も多い疾患は，緑内障です。
　あえて言えば，１人１台のデジタル端末
を活用し，児童生徒の個人個人が主体的に
目の健康について学ぶことが望まれます。
そして『目の健康リテラシー』を育み，自
律をうながすことで，デジタル端末の正し
い使い方を自ずと実践してほしいところで
す。そしてもうひとつ。聞こえは良くあり
ませんが，学校活動への介入です。『近見
作業の適正化』と『屋外活動の十分な時間
の確保』，特に屋外活動を１日２時間以上
確保することは，繰り返しますが，近視の
進行抑制に効果があるとされています。
　GIGA スクール構想から巣立った未来あ
る子どもたちが，その未来で重い目の疾患
にかからないように，リスクの低減をセッ
ティングし始めるのが，今，我々ができる
ことではないでしょうか。

図３　文部科学省による啓発リーフレット（保護者用裏面）
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　ご存じの通り，国は令和元年12月より GIGA ス
クール実現推進本部を設置１）し，「学校における高
速大容量のネットワーク環境（校内 LAN）の整備
を推進するとともに，義務教育段階において，令和
５年度までに全学年の児童生徒一人ひとりがそれぞ
れ端末を持ち，十分に活用できる環境の実現」を目
指しています。また，令和３年７月末時点での「端
末利活用状況等の実態調査」２）では，全国公立の小
学校等で96.2％，中学校等で96.5％が「全学年」ま
たは「一部の学年」で端末の利活用を開始していま
す。
　このように，一人一台端末を利活用した学校教育
活動や授業は，既に全国で多くの実践がされている
ことと思います。そこで今回は，保健体育の授業づ
くりにおけるポイントについてご紹介します。
　ちなみに，札幌市の端末は，Chrome OS で，「G 
Suite for Education」と「Google Classroom」を利
用しています３）。
１ 使い方のルール，

操作のルールを決めておく

皆さんの学校は，学校全体で ICT 機器使用
の約束事などを決めていますか？

　これはとても大切なことです。端末の使い方はも
ちろんですが，生徒自身が使うことの有効性を理解
して使用するのとしないのでは，学習効果が異なり
ます。そのためにも，まず，教員間での話し合いを
十分に重ねて，端末使用の約束事を決めるとよいで
しょう。
　また，学校全体の約束事に加えて，教科ごとの使
用に関わるルール等も必要かもしれません。年度当
初のオリエンテーションや学期始めに繰り返し確認
することで，児童生徒に浸透していきます。
　教師も生徒も，端末を使用する「意図」を互いに
理解することで，より効果的に学習活動が実践でき
ることでしょう。

２ いつ，どの場面で，
何のために使うのかを明確にする

とりあえず一人一台端末を使用すればよい，
と思っていませんか？

　いかなる教材，教具を利用する場合にも，そこに
は必ず「メリット」と「デメリット」が存在します。
やみくもに端末を使用するのではなく，１時間の授
業や単元構成を考えて，「どの場面」で「どういっ
た目的」で使用するのかを吟味して実践することが
やはり大切だと思います。
　私自身の実践を通して感じた「メリット」と「デ
メリット」をいくつかご紹介します。同じような経
験をされた方もいるのではないでしょうか。ご自身
の経験と照らし合わせながらお読みください。

①�メリット「集計が速い」⇔ デメリット「時間が
かかる生徒もいる」

　アンケートの集約など，今まで一つ一つ数えてい
たことも，「Forms（フォーム）」を使って送信する
ことで，瞬時に自動集計されます。これは，全体の
傾向を掴むのに役立ちます。単元前にあらかじめア
ンケートを実施したり，授業後に振り返りを行った
りすることができるようになりました。また，集計
結果はグラフで表示できるので，「見える化」にも
貢献します。活用の場面を効果的に考えることで，

今日の授業はどうでしたか？
36件の回答

楽しかった

7（19.4%）

19（52.8%）

11（30.6%）

0 10 20 30

17（47.2%）

28（77.8%）

難しかった

時間が足りなかった

操作が難しかった

またやってみたい

アンケート集約の画面

齊藤研介
（札幌市立西野中学校）

ICTを活用した保健体育の
授業づくりのポイント
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メリットはさらに大きくなるでしょう。
　その反面，端末に慣れていない生徒が一定数いる
ことも事実です。そのため，文字の入力や図の貼り
付けなどの操作に時間がかかる場合もあります。も
ちろん，使い慣れていくことで改善していきますの
で，不慣れな初年度は，全員が終えるための十分な
時間を確保する配慮が必要でしょう。特に学年が下
がるにつれて，教師側の手厚いサポートが必要にな
るのではないでしょうか。

②�メリット「活動に集中する」⇔ デメリット「個
人の活動になりがち」

　あくまでも本校の印象ですが，ほとんどの生徒は
端末を使用する学習に大変前向きに取り組んでいま
す。むしろ，普段の授業以上に集中して端末に向き
合っている印象があります。
　そういった意味では，その時間の学習に大変集中
できることから，「自習」などの場面には効果的で
あると考えます。依然，コロナ禍ですので，教師自
身もいろいろな理由で学校を休まざるを得ない時が
あります。自宅からクラスルームに「自習課題」を
投稿することで，生徒は課題に取り組むことができ
ますし，教師はその課題を自宅から評価することも
可能です。働き方の面からも大変メリットが大きい
と感じます。
　一方で，集中しすぎるあまり「個人の活動，個人
の学習」になりがちな側面があります。せっかく，
同じ空間で仲間と一緒に学習するのですから，端末
を使用していても，学習内容の交流は必要だ，と私
は思います。例えば，レポート作成に取り組んでい
る場合，「途中経過」や「こんな作り方，こんな資
料の使い方がある」といったことを紹介する交流が
あることで，個人の学びが広がっていきます。この
ような交流を意識して取り入れることも必要なので

はないでしょうか。

③�メリット「継続して取り組むこと」⇔ デメリッ
ト「環境によっては使いづらいことも」

　授業の振り返りなどの「継続して記録をとる」と
いう活動においても，端末の利活用は十分にメリッ
トがあると考えます。以前なら，ノートやワークシ
ートを使用していましたが，端末１つに，全ての教
科の「振り返りシート」を保存することも可能です。
生徒にとっても，すべての教科のノートが１冊にな
るようなものですから，煩雑にならず，学びの整理
整頓にも役立つでしょう。また，東京都教育委員会
のリーフレット４）にもあるように，これからは児
童生徒の学習道具の１つと捉え，児童生徒自身が使
用の可否を選択するという価値観の変容も大切な要
素であるように感じます。
　令和元年度から動き始めた新しい取組なので，各
学校においては利活用の状況も様々かと思います。
本校でも，Wi-Fi 環境が整っていない場所や屋外で
の活動には十分注意をしているところです。
　また，データ保存のエラーや端末自体の不具合や
故障等もあります。特に体育時で使用する場合は，
安全に運動できるように，かつ，端末の破損等につ
ながらないように「置き場所」には注意が必要です。
３ 個人，ペア，グループなどの学習形態

と共有の仕方を決めておく

主体的で対話的で深い学びになるような工
夫をしていますか？

　学習課題や成果の交流は，対話的で深い学びには
必要不可欠であり，端末を使ってどのように共有さ
せるのかが重要になります。
　例えば，自分の運動の様子を撮影してもらって，
自分自身で改善点を見つけるのか，他者にアドバイ
スをもらうのかでは，端末の使用の仕方も当然異な
ります。また，撮影の仕方一つをとっても，１人の
動きをいろいろな角度から撮影することもできます。
授業のねらいにふさわしい学習形態と学習課題や成
果の共有の仕方をじっくり考えたいものです。
４ おわりに

　今回の執筆にあたり改めて整理できたことは，授
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　本稿を最後までお読みくださりあ
りがとうございました。ご質問やご
意見がございましたら右の QR コー
ドからお寄せください。

業の中心には必ず「児童生徒」がいて，目の前の子
どもたちに「どんな力をつけさせたいのか」という
大前提を見失ってはいけないということです。その
ために，１時間の「目標」や「学習課題」を設定し
ます。端末の活用は，数ある「手立ての１つ」であ
って，当然ですが，今までよりも効果的に学ぶため
に活用されなくてはいけません。そして教師は，「児
童生徒」の学習を丁寧に評価し，次の授業へとつな
げていくことが求められます。
　端末を効果的に活用するためには，使い方の約束
事が必要不可欠です。インターネット上には，授業
で見せる資料としてはふさわしくない情報もたくさ
んあります。全てを児童生徒に任せるのではなく，
教師のフィルタリングがかかった必要な情報を提供
したいものです。また，個人的にはスクリーンタイ
ムが増えることによる視力低下の影響も，大変心配
しているところです。
　そして，これからは端末の効果的な活用を探るべ
く，新たな取り組みにも積極的にチャレンジすべき
です。例えば，地域の小学校と中学校をオンライン

で結び，体育的活動の交流をしたり，教科の枠を超
えて，生徒会活動や教師間の交流をしたりすること
もできるかもしれません。校種に限定することなく，
広い視野で教育活動全般を捉えることで，今までに
なかった効果的な取組も期待できると思います。

引用・参考文献
１）文部科学省「GIGA スクール構想について」
２）文部科学省初等中等教育局 修学支援・教材課「端末利活用

状況等の実態調査」
３）札幌市「ICT を活用した教育の推進」
４）東京都教育委員会「教師が変わる学校が変わる子供が変わ

る 一人１台端末の効果的な活用に向けて」
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齊藤研介（さいとう　けんすけ）
2004年に北海道教育大学札幌校教員養成課程を卒業。現在は札
幌市立西野中学校２学年所属，生徒会担当。

Chromebookこだわり&工夫ポイント !!

その１ 保管ボックスの出し入れ
　意外に時間がかかる作業だが，時は金なり。そこ
で次のように考えた。
① 充電ケーブルを教師がすべて抜く。
② 番号順に取りに来させる。
③ 端末番号を確認させて，手渡し。
④ 収納は，番号順に棚に戻す。
⑤ 充電ケーブルは教師がさす（慣れるまで）。
 
その２ 音で合図，作業時刻の提示
　生徒はとても集中する。生徒の画面が机間巡視で
しか確認できないので…。
① 作業をやめる，一度注目させる音で合図。
② ‌�わからない人は，教卓に持って聞きに来る（手

を挙げてヘルプを出す）。
③ 共有させたい画面を TV に投影する。

その３ 追加指示をできるだけしない
　実技の授業ではもちろんだが，「あと～」のよう
なつけたしをできるだけしない。また，どんどん先
に進みたい子も多いので，あらかじめ指示は出して
おき，コントロールする。

その４ 不得意な子に配慮した進行
　一度で理解できる子もいれば，２，３度言わなけ
れば伝わらない子もいる。言葉よりも，TV 画面に
教員機を投影して実際にやってみるのも効果的。
　また，得意な子がどんどん進むことをよしとした
方（ある程度全体を進行させる）が，不得意な子へ
のサポートを教師ができたり，生徒同士で教えあっ
たりすることにもつながる。慣れないうちは，ある
程度レポートにもフォーマット（枠）があった方が
書きやすい。
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